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数学解析Ⅰ (平成23年度)　試薪問題

注意:解答用紙,計算用紙(ともに所属,学籍番号,氏名を記入すること)を提出すること･試験問題は持ち

帰ってよい.

1.次の値をX+iyの形で書け.

(a)(1-i)3

(b) -iの平方根

(C)log(1-i)

2.周期27Tの関数f(X)のフーリエ級数を

lつO

f(X) ～箸･ ∑(akCOSkx十bkSinkx)

k=1

と書くとき,次の関数のフーリエ係数ao､ ak､ bk､ k-1,2,…を求めよ.

( ′してLi

(a)I(X)-lsin芸l　_評言,

(b) I(I) -

-1 (-7T≦X<0)

(0≦X<7T)

3.次の関数のフーリエ変換を求めよ.

(a) I(X)-

(b) I(I) -

e一触(X≧o)

0　(ごく0)

1 (0≦X<1)

2 (1≦X<2)

0 (X<0,2≦X)

i(X+27T) - i(X)

なお,フーリエ変換を表現する際, e~iuなどの指数関数を用いてよい(三角関数にする必要はない).

4.関数f(I)のフーリエ変換をF(u)とするとき,次の関数のフーリエ変換をF(･)を用いて表現せよ.

(a) i(-X)

(b)両

(裏面に続く)



5.次の関数f(I)は正則か,調べよ･また,正則ならば,導関数f/(I)を求めよ･

(a) I(I)-Z吉

(b) I(I) -亨2

6.次の複素積分を計算せよ.

(a)/cz4dz C:I-I(0)-eiO･o:0-冗

(b) /C差盲dz C:I-I(0)-eiO, a:0-2打

･C) /C去盲dz C:I-I(0,-eiO, o:0-2汀

7･関数f(I)-岩下%･以下の領域において, I-0を中心としてローラン展開せよ･

(a)0<回<1

(b)回>1

i_
->J1

8.次の関数の孤立特異点を求め,分類し,留数を求めよ.

(a)毒　巨壷叛叛で　払

(b)Z3sin三　～トもニ

9.次の実積分を計妄遠野､j

･a) L2q
5-3cosβ

dO

～

(./I_　-こく　-　丁･1
1‡

こし11-

i L'd-′ i'-

＼､･-i･-
Ll

･､上　し

もう1

(b) /_:孟dx

10.関数f(I)は領域DR-(zHz-aL≦R)の近傍で正則とする･このとき, Z∈DRにおいてf(I)は

f(I) -皇bn(I-a)n bn -土筆
n=0

と表現できる.いま, CR-(zIIz-al-R)と定義するとき,任意のZ∈CRに対してIf(I)l≦MR

であれば,係数bnについて

lbnl≦砦

が成り立つことを示せ.

以上


